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特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム

デイサービスデイサービス

原則として65歳以上で要介護３以上の認定を受け、自宅での生

活が困難な人が入居できる施設。入浴、排せつ、食事、身体の

移動など、24時間の介助を受けながら暮らせるところ。

特別養護老人ホーム
とは？

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
？

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
は
？

福祉施設でのひととき

　

第
一
線
か
ら
リ
タ
イ
ア
し
た
こ
と
で
、社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
と

い
う
実
感
が
な
く
な
り
、張
り
を
な
く
し
て
し
ま
う
高
齢
者
も
中
に
は

い
ま
す
。「
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を

叶
え
よ
う
と
大
垣
市
の「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
く
つ
ろ
ぎ
」で
は
、

利
用
者
が
作
っ
た
チ
ラ
シ
製
の
小
さ
な
ゴ
ミ
箱
を
近
く
の
ス
ー
パ
ー

に
置
き
、買
い
物
客
に
無
料
で
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
続
け

て
い
ま
す
。そ
の
出
荷
数
は
１
年
半
で
10
万
個
に
も
上
り
ま
す
。

　

チ
ラ
シ
を
折
る
こ
と
は
指
先
の
リ
ハ
ビ
リ
に
も
つ
な
が
り
ま
す

が
、こ
の
取
り
組
み
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
の
が
ポ
イ
ン
ト
。ま
と

め
る
の
が
上
手
な
男
性

利
用
者
を
〈
社
長
〉
に
、

折
る
の
が
得
意
で
他
の

利
用
者
へ
も
気
を
配
れ

る
女
性
利
用
者
を〈
生
産

部
長
〉
に
、折
る
こ
と
が

難
し
い
利
用
者
を
10
枚

ず
つ
に
束
ね
る〈
出
荷
担

当
〉に
任
命
。利
用
者
が

一
丸
と
な
っ
て〈
会
社
〉と

し
て
責
任
感
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
よ
う
し
て

い
ま
す
。

　

施
設
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
後
も
旅
行
に
行
き

た
い
ー
。岐
阜
市
の「
る
ぴ
な
す
ビ
ラ
」で
は
、家
族

や
本
人
の
思
い
に
こ
た
え
よ
う
と
貸
し
切
り
バ
ス
を

使
っ
た
日
帰
り
旅
行
を
年
１
回
企
画
し
て
い
ま
す
。

旅
行
中
は
、基
本
的
に
は
家
族
で
過
ご
し
て
も
ら

い
、ト
イ
レ
介
助
な
ど
が
必
要
な
時
は
介
護
職
員
が

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
旅
行
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
。普
段

車
い
す
を
使
っ
て
い
る
人
で
あ
っ
て
も
、バ
ス
か
ら
乗

り
降
り
す
る
と
き
は
、少
し
は
自
力
で
歩
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
、車
い
す
の
利
用
者
向

け
に
、介
護
職
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
歩
行
器
で
歩

く
リ
ハ
ビ
リ
の
機
会
を
週
３
、４
回
設
け
て
い
ま
す
。

食
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
食
べ
る
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
頑
張
っ
て
い
る
利
用
者
も
い
ま
す
。

　

る
ぴ
な
す
ビ
ラ
の
坂
口
し
ほ
さ
ん
は「
本
人
も
家

族
も
『
ど
う
せ

で
き
な
い
』と
思

い
が
ち
で
す
が

『
や
ら
な
い
』
と

『
や
れ
な
い
』
は

全
く
違
い
ま
す
。

旅
行
な
ど
目
標

を
立
て
る
こ
と

で
、
前
向
き
な

気
持
ち
を
取
り

戻
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
話
し

て
い
ま
す
。

施
設
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
っ
た
後
も
家
族
旅
行
へ

る
ぴ
な
す
ビ
ラ

岐
阜
市

中学生のみなさんにとって、
年齢を重ねてからの生活はイメージしづらいものがあるでしょう。
福祉施設では、利用者自身が自分らしく充実した生活を
一日でも長く送れるよう、
介護職員らがさまざまな工夫を凝らしています。
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介
護
が
必
要
と
な
っ
て
施
設
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
も
、

特
技
や
趣
味
を
続
け
て
い
る
人
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。飛
騨

寿
楽
苑
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
、若
い
頃
に
和
裁
の
仕
事
を

し
て
い
た
方
、洋
裁
学
校
の
出
身
者
も
生
活
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、空
い
た
時
間
を
使
っ
て
赤
や
緑
な
ど
色
と
り
ど
り
の
糸
を

細
か
く
ま
っ
す
ぐ
に
縫
っ
た
手
縫
い
の
ぞ
う
き
ん
を
作
っ
て
い

ま
す
。80
代
女
性
は「
洋
裁
は
仕
事
で
や
っ
て
き
た
た
め
趣
味

と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、た
ま
に
糸
と
針
を
持
つ
こ

と
で
気
分
転
換
に
な
り
ま
す
」と
充
実
し
た
表
情
で
話
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
て
作
ら
れ
た

ぞ
う
き
ん
は
、飛
騨
市

内
で
開
か
れ
る
市
民

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
で
配

布
し
た
こ
と
も
。施
設

で
の
暮
ら
し
が
始
ま
っ

て
も
、そ
の
人
ら
し
く
、

自
宅
に
い
た
と
き
の
延

長
の
よ
う
な
日
々
を
過

ご
せ
る
こ
と
を
広
く
伝

え
て
い
ま
す
。

そ
の
人
ら
し
い
毎
日
を
大
切
に

飛
騨
寿
楽
苑

飛
騨
市
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介護老人保健施設介護老人保健施設

介護老人保健施設と
は？

　

揖
斐
郡
池
田
町
の「
西
美
濃
さ
く

ら
苑
」で
は
、元
号
が
令
和
に
代
わ
っ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
を「
人
と
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）の
共
助
元
年
」と
位
置
付
け
、

ケ
ア
の
科
学
化
に
注
力
し
て
い
ま

す
。そ
の
一
つ
が
、介
護
職
員
が
腰
に

取
り
付
け
る
こ
と
で
、抱
き
か
か
え

る
動
作
を
す
る
際
の
体
へ
の
負
担
を

和
ら
げ
る
作
業
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導

入
で
す
＝
写
真
＝
。介
護
職
員
に
腰

痛
等
が
あ
る
場
合
、痛
い
部
分
を
か

ば
う
た
め
に
本
来
力
を
入
れ
な
く
て

も
よ
い
部
分
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に

な
り
、結
果
的
に
介
護
さ
れ
る
側
に

も
負
担
が
生
じ
て
し
ま
う
と
い
う

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
が
、作
業
支

援
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
に
よ
り
、こ
れ
ま

で
以
上
に
安
心
し
て
ケ
ア
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
に
は
歩
行
補
助

ロ
ボ
ッ
ト
や
、運
動
と
認
知
訓
練
を

一
度
に
行
え
る
端
末
付
き
の
エ
ア
ロ

バ
イ
ク
を
使
う
な
ど
、利
用
者
の
機

能
回
復
に
も
最
先
端
の
技
術
を
取

り
入
れ
、在
宅
復
帰
を
後
押
し
し
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
が
機
能
回
復
を
お
手
伝
い

　

リ
ハ
ビ
リ
と
聞
く
と
、理
学
療
法
士

が
利
用
者
に
付
き
添
っ
て
歩
い
た
り

マ
ッ
サ
ー
ジ
し
た
り
し
て
い
る
姿
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
で
し
ょ
う
が
、

多
治
見
市
の「
ア
ル
マ・マ
ー
タ
」で
は
、

そ
う
い
っ
た
身
体
的
な
リ
ハ
ビ
リ
だ
け

で
な
く
、日
常
生
活
の
全
て
を「
生
活

リ
ハ
ビ
リ
」と
位
置
付
け
、身
体
機
能
、

日
常
生
活
、精
神
的
、社
会
生
活
的
と

い
う
観
点
か
ら
利
用
者
の「
当
た
り
前

の
生
活
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
生
活
的
リ
ハ
ビ
リ
は
、例
え

ば
書
道
の
先
生
だ
っ
た
利
用
者
に
施

設
内
で
先
生
役
を
し
て
も
ら
っ
た

り
、長
年
専
業
主
婦
だ
っ
た
方
に
率

先
し
て
ア
イ
ロ
ン
が
け
や
食
器
洗
い

を
し
て
も
ら
っ
た
り
と
、そ
れ
ぞ
れ
に

役
割
を
与
え
る
こ
と
で
自
信
を
取
り

戻
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
精
神
的
リ

ハ
ビ
リ
に
位
置
付
け
て
い
て
、施
設
内

で
行
う
祭
り
の
飾
り
作
り
や
漬
物
作

り
な
ど
、指
先
と
頭
を
た
っ
ぷ
り
使
え

る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
な
ど
、自
宅

で
再
び
生
活
で
き
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま

な
方
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

生
活
リ
ハ
ビ
リ
で
自
信
創
出
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西
美
濃
さ
く
ら
苑
池
田
町

ア
ル
マ・マ
ー
タ

多
治
見
市

く
つ
ろ
ぎ
グ
ル
ー
プ
大
垣
市

「
通
所
介
護
」の
通
称
で
、自
宅
な
ど
で
生
活
す
る
利
用

者
が
、午
前
９
時
頃
か
ら
午
後
４
時
頃
ま
で
過
ご
し
、体

操
や
食
事
、入
浴
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
こ
ろ
。

老
人
ホ
ー
ム
の
よ
う
な
住
む
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

グループホームグループホーム

認
知
症
の
高
齢
者
が
１
ユ
ニ
ッ
ト（
５
〜
９
人
）で

共
同
生
活
を
す
る
と
こ
ろ
。家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
、介
護
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
食
事

の
支
度
や
洗
濯
な
ど
の
家
事
を
行
う
こ
と
で
、認

知
症
の
進
行
が
緩
和
し
、落
ち
着
い
て
生
活
で
き

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

要介護の程度や生活環境によって利用する施設が違うのね

原則として要介護１以上の65歳以上で、病院から在宅への復帰

を目指す人が一時的に過ごす施設で、住み続けることはできません。

医療ケアやリハビリ、日常生活の介助などが受けられます。

利
用
者
が〈
社
長
〉に
？

箱
作
り
で
い
き
い
き

腰に取り付ける
作業支援ロボット

高齢福祉施設の
役割の違いを
見てみよう
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福祉のおしごと紹介！
　介護を必要とする高齢者は、自宅で生活を

続ける方、施設へ入所する方など様々です。

　そうした生活を支えるために、在宅・施設を

問わず福祉の現場では、介護を行う職員だ

けでなく多くの職種の職員が働いています。

　どんな仕事をしているのでしょうか。

介護を必要とする方の生活全般にわたってお手伝いをします。施設などではレクリエーション
活動などを通じて、いきいきと生活できるように工夫しています。また、在宅では、慣れ親し
んだ住まいの中で、日常生活の一部をサポートしたり、家族の方には、介護の技術的な助言を
したり、悩みをお伺いしたりすることで、利用者のその人らしい生活を応援しています。

介護職員・ホームヘルパー

ベッドメイキングや食事の配膳など、介護の周辺業務を行います。食事介助、排せつ介助など
の直接的な身体介護は行わないため、「介護職に興味があるけれど、いきなり介護職員とし
て働く自信はない」「定年退職したけれどもっと働きたい」という方でも始めやすい点が特長
です。

ケアパートナー（介護助手）

●介護福祉士（国家資格）　●介護職員初任者研修の修了
※ホームヘルパーの場合は介護福祉士または介護職員初任者研修の修了が必要です。

介 護 福 祉 士

介護ではその人らしい
生活が送れるためにも、「何でも
してあげればいい」わけではなく、
できない部分をサポートすることが

大切なんだね。

取得が
望ましい
資格

利用者・家族・職員の間に立って調整するキーパーソンです。利用者や家族の方と相談し、
よりよい生活をするためにはどのようなサポートが必要となるのかを一緒に考えます。

生活相談員

●社会福祉士（国家資格）　●社会福祉主事（任用資格）

　介護職員初任者研修は、介護に携わる人が、業務を遂行する上で最低限の知識・技
術とそれを実践する際の考え方のプロセスを身につけ、基本的な介護業務を行うこ
とができるようにするための研修です。
　初任者研修を修了した方は、3年以上の実務経験と実務者研修を受講することで、
「介護福祉士」の国家資格を受験する資格を得ることができます。

「介護職員初任者研修」とは？

●介護福祉士になるためには…〈主な資格取得ルート〉

取得が
望ましい
資格

自宅や施設内で暮らす高齢者などを対象に、いつまでも自分らしい生活を送るため、どのような介護サービスを受けら
れるかアドバイスし、ケアプランと呼ばれる介護の計画を作成します。

介護支援専門員（ケアマネジャー）

●介護支援専門員（公的資格）必要な
資格

各種処置など医療行為を行うとともに、健康管理のアドバイスをしたり、病院等との調整や衛生管理、感染予防などを
行い、医療面から利用者をサポートします。

看護師・准看護師

●看護師（国家資格）　●准看護師（公的資格）必要な
資格

個々の利用者の身体や体調の状態に応じた献立を作成し、食生活の改善や栄養指導を行います。

管理栄養士・栄養士

●管理栄養士（国家資格）　●栄養士（公的資格）必要な
資格

身体機能や身体能力が維持・回復するように、医学的リハビリテーションを行います。

理学療法士

●理学療法士（国家資格）必要な
資格

老化や病気などに伴う、身体または精神の維持・回復に向けて、工作や手芸などの作業活動により機能の回復や維持、
主体的な活動の機会をサポートします。

作業療法士

●作業療法士（国家資格）必要な
資格 介護福祉士の養成を行う

大学・短大・専門学校など（2年以上）

介護の仕事の実務経験（3年以上）＋ 実務者研修

福祉系の
大学・短大・専門学校など

介
護
福
祉
士
国
家
試
験

介
護
福
祉
士
資
格

中
学
校

高
等
学
校
な
ど

介護福祉士の養成を行う
大学・短大・専門学校など

（1年以上）

介護福祉士は、専門的な知識と技術をもって、身体または精神に障がいがあるこ
とにより日常生活を営むのに支障がある人の心身の状況に応じた介護を行い、
その人およびその介護者に対して介護に関する指導を行います。

介護の仕事は、「介護福祉士」または「介護職員初任者研修」の修了が望ま
しく、より専門性の高い「介護福祉士」の取得を目指すことがおすすめです。

福祉の資格　　PART❶

最近では、
介護ロボットを使って

職員さんの負担が減る工夫も
されているんだね。

介護福祉士の養成を行う高等学校
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　母が介護職をしていて、小学生の時から憧れていました。

高校は迷わず福祉科に進み、在学中に国家資格の介護福祉

士を取りました。同級生の中には進学を選ぶ人もいました

が、私は早く働きたいという気持ちが強く、「やっと現場に出

られた」という喜びが大きいです。大変なこともありますが、

毎日がとても楽しく充実しています。

　岐阜各務野高校福祉科では、「介護福祉士」という国家資

格の受験資格を取ることができます。県内では、私の母校と

大垣桜高校、坂下高校の３校の福祉科でしか受験資格は取れ

ません。

　１年生のころから介護技術の基礎やからだの仕組みなどの

授業がありました。校外実習やレポートの量が多くて大変で

したが、今となっては良い思い出です。

　国家試験に向けた授業も多く、試験の直前は友達と分から

高齢者介護の仕事が社会にとって欠かせない、

大きな役割を担っている仕事であるということがわかったところで、

次に知りたいのが実際に働いている職員の姿。

介護職員として活躍中の職員２人に、

介護の仕事を選んだ理由や現在の仕事内容などについて伺いました。

INTERVIEW
介護職員インタビュー

仕事のあれこれ
 介護職員に聞いてみよう！

ない問題を教え合い、助け合いながらみんなで合格すること

ができました。介護職員をしている友達もいますので、何か

と心強く感じています。

　老人保健施設は、特養のように長く過ごしてもらうところ

ではなく、リハビリ等をしながら自宅で再び生活できるよう

支援する施設です。そこで利用者の食事や入浴の介助をし

たり、利用者とお話したりしています。利用者からは「孫みた

い」と可愛がっていただけることも珍しくありません。

　これまで福祉を学んできたとは言え、勉強した通りにで

きることもあればそうでないこともあり、福祉の奥深さを

日々実感しています。先輩に頼ってばかりですし、もっと

もっと現場に慣れていかないと、という気持ちでいます。こ

れまで学んで得た知識を、働きながら技術に変えていきた

いですね。

　高卒の同期は２人いて、プライベートでも仲良しです。今の

職場で同期と励まし合いながら、よりよい介護を追求してい

きたいです。

Q 01 介護職員になったきっかけは?

Q 03 現在の仕事内容は？

Q 02 高校時代、福祉科では
どのような勉強をしましたか？

どんなお仕事を
しているのかな？

じっくり
聞いてみよう！

フェニックスグループ
老人保健施設
サンバレーかかみ野（各務原市）
2022年度入職　森 優菜さん

高校時代に
介護福祉士
取得

　高校、大学で重量挙げをしていて全国大会にも出場しまし

た。大会や練習に追われ、気付いたら就職先を決めるタイミ

ングになっていました。悩んだ末、「いっそのこと、何の先入

観もない仕事につくのもありかもしれない」という視点で探

したところラックを見つけました。

　介護職に長年憧れてつく方はいますし、もちろんすばらし

いことですが、私は先入観なく始めたからこそ、理想と現実

のギャップに悩むことなく仕事に慣れることができたと感じ

ています。

　医療や福祉のほとんどの職種は、大学や専門学校で資格

を取ってからしか働けませんが、介護職は資格のない状態で

も始められる点が大きなポイントです。介護福祉士国家資格

は、介護福祉士実務者研修を受け、３年以上働くことで受験

資格を得ることができます。私はそのルートで取得しました。

　私の働く施設は教育に力を入れていて、１カ月間の新人研

修や介護福祉士国家資格の取得支援があるだけでなく、ベテ

ランになっても外部の先生から最新の介護を学ぶ機会があ

り、勉強になっています。また、マネジャーというまとめ役の

職員に相談すると、その知識量や技術力に圧倒され、「自分

はまだまだ能力が足りていない」という気持ちになれるた

め、頑張り続けることができています。

　介護職は、人の役に立てているのを肌で感じることができ

る仕事です。私もそうでしたが、介護職は「とりあえず働きた

い」という方でも、やりがいを見つけ、国家資格にも挑みなが

らキャリアアップしていける仕事だと感じています。将来も

し、どんな仕事についたら良いかで悩んだら、介護も選択肢

の一つに入れてくださいね。

Q 01 介護職員になったきっかけは?

Q 03 中学生にメッセージを！

Q 02 働きながらのキャリアアップは？

介護は学び続けられ
やりがい

いっぱいの仕事

特別養護老人ホーム
ラック（安八郡神戸町）
２０18年度入職　金森 直人さん

幼い頃から憧れていた
介護の仕事。やっと現場に
出られてうれしい!

介護職員介護職員
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PICK UP
01

PICK UP
02

障がいのある人と
ともに生きる

障がいのある人と
ともに生きる

～だれでも人生の主人公になれるよう～

　

障
が
い
の
あ
る
人
と
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を

指
す
の
で
し
ょ
う
か
。車
椅
子
に
乗
っ
て
い
る

人
、目
が
見
え
な
い
人
、耳
が
聞
こ
え
な
い
人
、

知
的
発
達
が
ゆ
っ
く
り
な
人
な
ど
が
挙
が
る
と

思
い
ま
す
。障
が
い
を
医
学
的
、生
物
学
的
な
側

面
で
捉
え
る
な
ら
、心
身
機
能
、能
力
の
低
下
を

指
し
、い
わ
ゆ
る
○
○
が
で
き
な
い
人
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、社
会
福
祉
的
な
側
面
で
は
、障
が
い

は
、個
人
の
心
身
の
側
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
人
を
取
り
巻
く
地
域
や
社
会
の
側
に
あ
る

の
だ
と
い
う
捉
え
方
を
し
ま
す
。

　

1
9
5
0
年
代
、デ
ン
マ
ー
ク
の
バ
ン
ク
・
ミ
ケ
ル

セ
ン（N

.E.B
ank-M

ikkelsen

）が
提
唱
し
た

「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」と
い
う
理
念
は
、障

が
い
の
あ
る
人
を
ノ
ー
マ
ル（
普
通
）な
人
へ
変

え
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、障
が
い
の
あ
る
人

を
取
り
巻
く
生
活
や
地
域
、社
会
の
環
境
を

ノ
ー
マ
ル（
普
通
）に
変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。こ
の
理
念
は
多
く
の
人
の

共
感
を
呼
び
、瞬
く
間
に
世
界
中
へ
広
が
り
ま

し
た
。皆
さ
ん
も
一
度
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。私
た
ち
は
誰
も
が
ノ
ー
マ
ル
に
生
活

で
き
る
よ
う
、社
会
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
が
ノ
ー
マ
ル
に

生
活
で
き
る
よ
う
、様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ど
ん
な

に
重
い
障
が
い
の
あ
る
人
で
も
、

必
ず
潜
在
的
な
能
力
、長
所
が

あ
り
ま
す
。病
院
や
施
設
、障
害

者
福
祉
施
設
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
な
ど
の
支
援
員
た
ち
は
、こ

の
人
の
好
き
な
こ
と
は
何
か
？

伸
ば
し
て
い
け
る
特
技
は
何

か
？
な
ど
い
ろ
ん
な
可

能
性
を
探
っ
て
く
れ

ま
す
。そ
し
て
、そ

の
人
が
も
っ
て
い

る
長
所
、得
意
な

こ
と
、希
望
、経

験
な
ど
が
生
か

せ
る
よ
う
な
生
活

環
境
を
つ
く
り
、障

が
い
の
あ
る
人
が
だ

れ
で
も
人
生
の
主
人
公
と

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
く
れ
ま
す
。

　

障
が
い
は
不
便
で
あ
り
、苦
労
す
る
も
の
だ

と
い
う
古
く
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
代
で
も

残
っ
て
い
ま
す
が
、実
際
に
は
支
援
員
や
同
じ
障

が
い
を
も
つ
仲
間
ら
の
支
援
を
受
け
て
、自
分

ら
し
く
充
実
し
た
人
生
を
送
っ
て
い
る
人
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設
や
事
業
所
が
も
っ

と
増
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。み
な
さ
ん
の
身

近
に
も
、障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
の
働
く
場
所

や
生
活
す
る
施
設
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
あ
る
は

ず
で
す
。ぜ
ひ
訪
問
し
て
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
り
、一
緒

に
活
動
し
た
り
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。き
っ
と
、障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず

で
す
。

障
が
い
は

そ
の
人
を
取
り
巻
く

地
域
や
社
会
の
側
に
あ
る

そ
の
人
の
長
所
や

経
験
な
ど
が
活
か
せ
る

生
活
環
境
づ
く
り

福祉サービスを利用して働く障がい者の数

※企業や事業所で働くことが困難な方のために、
　働く場を提供して、技術の向上などを目指すサービス。
◎厚生労働省 第38回「障害福祉サービス等報酬改定検討チーム」資料より作成。
　小数点以下の扱い上、合計が必ずしも100％にはなりません。

就労継続支援（※）は、全ての障がい種別において、
利用者数が大きく増加しています。

精神障がい者

その他（障がい児、難病等対象者）

身体障がい者
知的障がい者

2012年
全数

187,610人 2022年
全数

405,404人

26,699人
（14.2％）

51,271人
（12,6％）

168,834人
（41.6％）

183,476人
（45.3％）

103,335人
（55.1％）

57,507人
（30.7％）

69人
（0.04％）

福祉施設でのひととき

　

広
々
と
し
た
明
る
い
店
内
で
、手

作
り
パ
ン
や
ド
リ
ン
ク
が
お
値
打
ち

に
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、大
人
気
な
お

店
が
羽
島
市
足
近
町
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
も「
グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
羽
島
」。パ

ン
は
毎
日
35
種
類
が
ず
ら
り
。売
り

切
れ
次
第
終
了
と
い
う
こ
と
で
、昼

過
ぎ
に
行
く
と
完
売
な
ん
て
こ
と
も

珍
し
く
な
い
ほ
ど
で
す
。

　

こ
こ
は
一
般
企
業
等
で
働
く
こ
と

が
、現
状
で
は
困
難
な
障
が
い
者
に

仕
事
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

知
識
や
能
力
の
向
上
の
た
め
に
必
要

な
訓
練
を
行
っ
て
い
る
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所
で
す
。利
用
者
は
工

賃
を
受
け
取
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。事

業
所
で
は
、カ
フ
ェ
の
運
営
の
ほ
か
に

カ
フ
ェ
で
販
売
す
る
パ
ン
や
ク
ッ
キ
ー

カ
フ
ェ
で
の
接
客  

自
信
創
出

グ
ッ
ド
ジ
ョ
ブ
羽
島

羽
島
市

「充実した毎日を送りたい」「誰かの役に立ちたい」という気持ちは誰もが持っている気持ち。
役割を持って生き生きと働くことで、その気持ちが満たされることは多々あります。

そんな様子をのぞいてみましょう。

障がい福祉
施設を
見てみよう 障がい

福祉編

障がい
福祉編

の
製
造
や
袋
詰
め
、モ
ッ
プ
の
検
品

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
、利

用
者
の
特
性
に
合
わ
せ
て
作
業
内
容

を
決
め
て
い
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
時
間
帯

を
利
用
者
２
人
、職
員
１
人
で
接
客

し
て
お
り
、利
用
者
は
言
う
ま
で
も

な
く
大
き
な
戦
力
。ド
リ
ン
ク
を
入

れ
た
り
、カ
ッ
プ
を
洗
っ
た
り
と
さ
ま

ざ
ま
な
仕
事
を
こ
な
し
ま
す
。利
用

者
か
ら
は「
接
客
は
初
め
て
で
最
初

は
緊
張
し
た
け
れ
ど
、慣
れ
た
ら
楽

し
く
な
り
ま
し
た
」な
ど
の
声
が
。職

員
か
ら
は「
応
援
し
て
く
れ
る
お
客

さ
ま
は
多
く
あ
り
が
た
い
で
す
。接

客
と
い
う
地
域
と
つ
な
が
れ
る
貴
重

な
機
会
を
通
し
て
、本
人
が
望
む
姿

に
な
れ
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
し
っ
か

り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」と
い

う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
「
親
が
い
な
く
な
っ
た
後
で
も
、障

が
い
の
あ
る
我
が
子
が
生
活
で
き
る

場
を
」と
の
思
い
か
ら
、40
年
ほ
ど
前

に
障
が
い
者
の
保
護
者
ら
が
つ
く
っ

た
の
が「
恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
」で

す
。働
い
た
り
好
き
な
こ
と
に
没
頭

し
た
り
、は
た
ま
た
雨
に
打
た
れ
た

り
し
て
、五
感
を
通
じ
て
自
然
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る「
当
た
り
前
」の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

知
的
障
が
い
や
精
神
障
が
い
の
方

向
け
の
施
設
で
は
、「
危
な
い
か
ら
」

と
い
う
理
由
か
ら
、食
事
の
際
は
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
器
を
使
う
こ
と
は
珍

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、こ
こ

恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
は
違
い
ま

す
。器
は「
割
れ
た
時
こ
そ
学
び
の
機

会
」と
い
う
気
持
ち
か
ら
陶
器
の
も

の
を
使
用
。そ
し
て
ご
は
ん
は
自
分

で
茶
わ
ん
に
よ
そ
い
ま
す
。

「
当
た
り
前
」の
生
活
を
重
視

恵
那
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

恵
那
市

　

働
く
こ
と

も
重
要
視
。

中
に
は
身
体

の
都
合
で
、

「
仕
事
場
ま

で
行
く
こ
と

が
仕
事
」
と

い
う
方
も
い

ま
す
が
、そ
れ
も
そ
の
人
に
と
っ
て
大

き
な
こ
と
。「
何
も
し
な
く
て
も
良

い
」と
い
う
人
は
こ
こ
に
は
一
人
も
い

ま
せ
ん
。

　

作
業
所
自
慢
の
太
鼓
は
、障
が
い

の
程
度
に
関
わ
ら
ず「
や
り
た
い
」と

思
っ
た
15
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
毎
週

練
習
し
、全
国
各
地
で
演
奏
し
て
い

ま
す
。

練習の成果を

全国各地で披
露

ど
の
パ
ン
も

美
味
し
そ
う
だ
な
ぁ
♪

役
割
を
持
っ
て

生
き
生
き
と
働
い
て

い
る
の
ね
！

1,823人
（0.4％）
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　人類の努力によって「福祉」の考え方も、随分と進歩してきました。「福祉」は、困っている人

を「保護する」「施す」から、幸福に生きる権利を保障し、自分らしく生きられるように「支援す

る」、社会的な活動をいいます。

　全ての人々と社会にとって、「福祉」の役割は不可欠なものになっています。あなたが住んで

いる地域や身の回りを見渡してください。一人暮らしの高齢者や認知症の家族を抱えている家

族、障がいや病気に負けないで一生懸命頑張っている人、複雑化する社会のなかで人や社会

にうまく適応できない人、仕事や病気で苦しんでいる人など、福祉を必要とする大人や子ども

が増えています。そこであなたにお願いがあります。

　まず、世の中には様々な困難や障がい、病気を抱えて生きている人たちがいることを知ってく

ださい。街で買い物をするときや電車に乗ったとき、自転車で道路を走るときなど、あなたの近

くに支援や配慮が必要な人が居るかもしれません。

　そして、今の自分にできることは何かを考えてください。「何かお手伝いできることあります

か」と声をかけること、席を譲ること、道を空けてあげること、見守ること。あなたに合った方法

で心を寄せてください。

　関心を持ったらもう一歩踏み出して、支援するための知識や技術を学んでください。簡単なこ

とは、学校の教科や体験学習、ボランティア活動等で学ぶことができます。もっと深いことは、

高校や大学・短大、専門学校で学んでください。支援するためには、心理や法律・制度、医療や

看護、介護、レクリエーション、栄養食事、支援教育など、幅広い学びが必要です。取得したい

資格や将来の職業と合わせて考えてください。

　最後に、「福祉の仕事」の魅力を感じてください。人口減少社会によってどこの産業も人手

不足がおきています。需要が急増している福祉分野では今後多くの人材を必要としています。

福祉の仕事は、支援する人もされる人も共に成長していく素晴らしい仕事です。福祉の3Kは、

「感謝、感激、感動」と言われます。人々の幸せや社会の平和と安定をつくり出すために働く、

とてもカッコいい、クリエイティブな仕事であることをお伝えしたいと思います。

　知的障がい児施設「近江学園」創設者で日本の福祉に大きな影響を与えた糸賀一雄先生の

言葉に、「この子らを世の光に」とあります。「この子らに世の光を」ではありません。「障害を

持つ人びとが放つ光は、まだ世を照らしていない。人間のほんとうの平等と自由は、この光を光

としてお互いに認めあうところにはじめて成り立つ」というものです。どんな人でも輝ける、一生

懸命に生きることが素晴らしいことであり、光を放つ大切な存在であることを訴えています。

中学生のあなたも、個性的で周囲に光を放つ大切な存在であることを忘れないでください。

　国家資格の「介護福祉士」。働きながら合

格を目指す人が多い資格ですが、高校在学

中に取得してから就職することもできます。

　県内では岐阜各務野高校と大垣桜高校、

坂下高校に受験資格を取得できる専門学科が設置されていま

す。「大好きな祖父母の介護が必要となった時にお世話をした

い」「少子高齢化が進んでいることを知り、社会貢献になれ

ば」など、進学する生徒の動機はさまざまです。

　校内には介護用のベッドや浴槽、車椅子などがあり、１年

生のうちからみっちりと介護技術を学びます。介護施設での実

「この冊子を手にした皆さんへ」

監修：中部学院大学 人間福祉学部  教授　飯尾 良英

ほどこ

県内にたく
さん

あるんだね
！

習は１年生のときからあり、３年

間の実習時間は450時間超。高齢

者や障がい者と接することから多くのこと

を学び、施設職員から受けたアドバイスを生きた知識や技術と

して身に付けていきます。

　３年生の夏を過ぎれば毎年１月末に行われている介護福祉士

国家試験に向けた対策が本格化。放課後に補習を受けたり休

み時間に生徒同士で教え合ったりして全員合格を目指します。

卒業生からは「同じ道を目指す仲間同士、切磋琢磨できたこと

は一生の宝物」などの声が聞かれます。

　介護業界で働く上で必要となる基本的な考え方や介助の基

礎を学ぶことができる「介護職員初任者研修」を修了できる高

校もあります。福祉施設での実習は必須ではありませんが、実

技の時間があり、クラスメート同士で真剣かつ楽しく、食事や

移乗介助などを練習することができます。

　ぜひ、岐阜県内の学校で介護について学んで、地域の力に

なってくださいね。

岐阜県内で介護について学べる学校介護について学べる学校を紹介します！を紹介します！

介護福祉士の受験資格が取得できる高校

岐阜各務野高校 福祉科

大垣桜高校 福祉科

坂下高校 福祉科

各務原市鵜沼各務原町8-7-2

大垣市墨俣町上宿465-1

中津川市坂下624-1

介護職員初任者研修の事業者指定を受けている高校等（2025年度）

揖斐高校

海津明誠高校

西濃高等特別支援学校

岐阜清流高等特別支援学校

揖斐郡揖斐川町三輪1852

海津市海津町高須町11-1

大垣市西大外羽1-181-1

岐阜市芥見南山3-11-1

各務原市那加桐野町5-68

関市桐ヶ丘2-1

※希望者に学外の研修の紹介をしている学校もあります。

介護福祉士の受験資格を取得できる
大学・短大・専門学校

東海学院大学
    健康福祉学部総合福祉学科

揖斐郡池田町白鳥104サンビレッジ国際医療福祉専門学校
    介護福祉学科

中部学院大学
    人間福祉学部人間福祉学科

中部学院大学短期大学部
    社会福祉学科

介護福祉士実務者研修を修了できる高校

益田清風高校 総合学科福祉系列 下呂市萩原町萩原326-1

県内の大学・短大・

専門学校に進んで

国家資格に挑むの
も手！

   で福祉を学んで
介護職員になろう
   で福祉を学んで
介護職員になろう
高校高校

福祉系高校
修学資金の
ご案内

●福祉系高校に入学し、介護福祉士の資格取得を目指す高校生を対象に、修学資金を無利子で
　お貸しする制度があります。

介護福祉士の資格取得後、3年間岐阜県内で対象業務に従事することで
貸付金の返還が全額免除になります。
詳しくは、岐阜県福祉人材総合支援センター（☎058-201-2261）まで。

貸付金額 ４４万円
最大

◎撮影協力／坂下高校福祉科

1617


